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流砂関数を用いたエネルギー勾配の推定

流砂関数を用いた不等流のエネルギー勾配の推定
黛　由季1）安田 浩保2） 

1)新潟大学大学院 自然科学研究科、2)新潟大学 災害・復興科学研究科

水理解析のエネルギー勾配の算定式には等流の流速公式が常用 
実河川の流れは、流路幅や砂州などの河床形状の変化により 

　不等流性が顕著

‣粗度係数は，底面の構成材料からの粗度と考え，定数扱い 
‣等流のエネルギー勾配は，底面摩擦のみのエネルギー損失を考慮
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等流の流速公式を用いたエネルギー勾配の算定

：流速の計算値v
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図1:STによる水面と底面の平面図
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＊以降，等流のエネルギー勾配→ 
　不等流のエネルギー勾配→ 
　と表記する． 

ieN
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ただし,等流公式によるエネルギー勾配の不等流における適用性は不明

✤不等流のエネルギー勾配の算定方法
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上流端からの距離[m]

図2 : STにより計測した水深の平面

qB = 8(τ* − τ*c)3/2 sgd3

：水中比重s
：粒径d

：重力加速度g

代表的な流砂関数(M.P.M式)より

エネルギー勾配を逆算

ieN =
sd

(64sgd3)1/3h (q2/3
B + τ*c(64sgd3)1/3)

✤ の不等流への適用性の検証ieU

ieN = f(h, qB) ：実測の水深h

：実測の流砂量qB
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図3 : と の関係性ieN ieU

下流端

 初期底面を平坦床とし，通水開始直後は水路全
区間で水深が比較的一様
‣ 等流に近い状態でさえ両者に最大50％程度の差異

‣ 両者の差異は最大3倍以上に拡大

通水初期

通水後期

を用いた の代替は困難であることが示唆ieU ieN

交互砂州の発生条件で模型実験を行い，時空間で高分解能な計測手法により水深を実測 
下流端から排出される流砂量を横断方向に計測 
流砂関数を構成する物理量の実測値を用いることで 

　粗度係数などの等流のモデルを介さずに を推定ieN

✤ 研究の背景と目的
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 交互砂州が発達し不等流性が顕著 

 下流端における水深と流砂量の実測値を用いた 
   実測値に基づく と を比較  ieN ieU
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